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米子市子連 子ども会リーダー育成研修 

H29 夏合宿（台湾中学生との交流・自然体験）in 大山青年の家 

 7 月 15 日(土)～16 日(日)【大山青年の家】にて、米子市子ども会インリーダー育成研修生 20 名全員参加

とジュニアリーダー、シニアリーダー、育成者 17 人の総勢 37 名が１泊２日の夏の自然体験の合宿をしまし

た。晴天に恵まれ、1 日目は、台湾台中市の中学生とカヌーやポイントオリエンテーリングを一緒にして、国

際交流をしました。夜はキャンプファイヤーを楽しみ、2 日目は阿弥陀川沢登りをして、川を歩き滝で遊び、

みんなで助け合って冒険を満喫しました。その後、米子市子ども大会について話し合いを進め、2 日間の合宿

のふりかえりを発表し合いました。コミュニケーションを図った自然体験はそれぞれ子ども達の心に残ったよ

うで、仲間と協力してやり遂げた喜びが子ども達の感想に表れ、育成者にとってもリーダー生の成長を感じた

活動となりました。 

 

＊参加者の感想＊ 

☆2日間での思い出は？ 

・キャンプファイヤー～みんなと協力して儀式をしたり「炎よ燃えろ」など歌って楽しく過ごせた。 

・阿弥陀川沢登りです。大変だったけどゴールできた時がとてもうれしかったです。 

・カヌーやポイントオリエンテーリングで、言葉は通じなくても身振り手振りでしっかりと通じた事。 

☆仲間作りについて 

・台湾の人と言葉が通じなかったけど、心が通じた。 

・台湾の人とコミュニケーションをとって、活動できたことです。班を作ってポストを見つけたりする

のが、良かったと思いました。 

・台湾の人と言葉があまり通じなかったけど、私の名前も覚えてもらってうれしかったです。仲良くで

きました。 

☆ジュニアリーダー 

・子ども達が台湾の人達と話すところを見ていないのですが、台湾の人の感想を聞く限り、ちゃんと相

手に伝えようとしていたようなので良かったかなと思いました。 

 

発行 米子市子ども会連合会  
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ホームページでもご覧いただけます ☛ http://www.city.yonago.lg.jp/8889.htm 
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♪鳥取県子連表彰♪ 

☆ 住吉地区 旗ヶ崎三区南子ども会（会員数 37人） 

子ども会加入を見直し、全員加入を積極的に進めている。子ども達が活動計画を立案し、実施

に繋げることにより、リーダーの自覚が備わってきている。育成者は子どもの意見を聞き、実施

に向けて協力する体制ができている。年間を通じてたくさんの行事を行い、地域との交流も大切

にして「子どもの手による子ども会」の活動を継続している。 

♪中国四国地区子連表彰♪ 

☆ 加茂地区 団地４区子ども会（会員数 １7人） 

年間を通じて、公園掃除、グラウンドゴルフ等を自治会と一緒に行い、団４夏祭り御輿

担ぎで協力し、地域の一員としての自覚を強くした。そして、敬老の日に高齢者宅訪問で

手づくりのプレゼントを渡し、敬愛の気持を培うなど地域に根付いた子ども会である。今

後は「子どもの手による子ども会」の実践ができるよう、子ども総会で計画し、歓送迎会

で振り返りができるとよい。 

☆ 福生西地区 福生西 3・4区子ども会（会員数 52人） 

各行事で 6 年生がリーダーシップを取り、活動を進めている。花壇の苗上から水やり

当番表を作成し、みんなが取り組んだのも良い。ふれあい夏祭りはダンス練習をして積極

的に活動し達成感を味わい、思いやりや助け合いの気持ちが育まれている。校区民運動会、

公民館祭など地域の人々との交流で絆も深まり、地域の一員として活動でき、レクリエー

ションなどで子ども同士のコミュニケーションがとれた。今後も「子どもの手による子ど

も会」の実践が継続できるとよい。 

☆ 福米東地区 上場谷 4区子ども会（会員数 85人） 

どの行事もたくさんの子ども達が参加し、楽しく活動できている。レクリエーションで

は米子ジュニアリーダーの指導で 6 年生がリーダーシップをとるという自覚が芽生え、

活動が盛り上がった。校区民運動会や公民館祭に参加し、地域の人との交流で絆も深まり

今後も「子どもの手による子ども会」を実践していく。 


